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「
尖
閣
諸
島
が
大
波
に
襲
わ
れ
た
日
中
の
対

立
劇
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
の
は
、
八
月
末
に
東
京

で
開
か
れ
た　
『
東
京
―
北
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

の
参
加
者
た
ち
だ
っ
た
。（
中
略
）
日
中
の
各

分
野
の
人
々
が
遠
慮
な
く
議
論
し
て　
『
今
年

は
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
』
と
喜
び
合
っ
た
矢

先
で
あ
る
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
一
〇
月

一
三
日
）。

　

こ
の
感
想
は
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
外
交･

安
全
保
障
対
話
」
で
司
会
に
当
た
っ
た
若
宮
啓

文
・
朝
日
新
聞
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
が
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
終
了
後
一
週
間
目
に
起
き
た
尖
閣
諸
島
沖

の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
程
度
こ
そ
違
え
、
中
国
側
当
事
者
・

参
加
者
も
「
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
」
こ
と
だ
ろ
う
。

　

な
ぜ
そ
う
い
う
感
じ
を
抱
い
た
の
か
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
催
者
の
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
日
本
）

と
『
チ
ャ
イ
ナ･

デ
イ
リ
ー
』（
中
国
）
は
、
先

に
恒
例
の
日
中
共
同
世
論
調
査
（
二
〇
一
〇
年

六
―
七
月
実
施
）
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果

が
「
中
国
人
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
は
改
善
傾
向
が

顕
著
で
あ
り
、
今
後
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
も

楽
観
的
な
見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

長
々
と
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
の

は
、
日
中
関
係
と
い
う
も
の
の
複
雑
さ
や
脆
弱

さ
と
い
う
特
性
が
は
し
な
く
も
露
呈
さ
れ
た
か

ら
だ
。
日
中
関
係
に
含
ま
れ
る
相
互
の
相
手
国

イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
紛
争
後
一
段
と
悪
化
し
、『
読

売
新
聞
』
と
『
瞭
望
東
方
週
刊
』
の
日
中
共
同

世
論
調
査
で
は
「
悪
い
」
と
み
る
人
が
日
本
で

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
国
で
八
一
パ
ー
セ
ン
ト

に
達
し
た
（『
読
売
新
聞
』
一
一
月
一
九
日
）
と

い
う
。
本
書
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
日
本
人
の
中

国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
を
主
題
に
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

具
体
的
に
い
え
ば
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の

後
、
日
本
人
が
中
国
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
き
た
か
、
敗
戦
か
ら
日
中

国
交
正
常
化
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
総
合
雑
誌

の
記
事･

論
文
を
分
析
し
て
論
壇
の
動
向
を

フ
ォ
ロ
ー
し
た
。

　

そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
出

版
社
の
編
集
者
で
あ
る
著
者
が
勤
務
し
な
が
ら

大
学
院
に
通
い
、
仕
上
げ
た
博
士
論
文
が
本
書

の
基
に
な
っ
た
。
本
体
と
い
う
べ
き
記
事･

論

文
の
「
言
説
分
析
編
」
と
付
録
的
な
聞
き
書
き

の
「
証
言
編
」
の
二
部
構
成
で
あ
る
。
本
体
は

序
章
と
終
章
の
間
に
記
事･

論
文
を
分
析･

解

説
し
た
六
つ
の
章
を
挟
み
込
ん
で
お
り
、
七
〇

〇
ペ
ー
ジ
超
の
大
部
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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二
五
五
四
本
を
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
。
そ

れ
を
視
覚
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
が
各
章

に
あ
る
図
表
で
あ
る
。

　

序
章
に
あ
る
最
初
の
表（
0

－

1
）
だ
け
は
、

二
四
種
全
誌
が
一
九
四
五
年
―
一
九
七
二
年
の

期
間
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
た
記
事
本
数
を
雑
誌

別
に
集
約
し
た
。
第
一
章
以
下
の
各
章
に
は
、

以
下
の
五
つ
に
区
分
さ
れ
た
期
間
の
雑
誌
別
の

記
事
掲
載
本
数
一
覧
と
「
専
門
的
―
大
衆
的
」

を
縦
軸
に
、「
左
派
的
―
右
派
的
」
を
横
軸
に

と
っ
て
各
雑
誌
の
論
調
傾
向
を
配
置
し
た
図
が

置
か
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
そ
の
論
題･

論
調
の
転
換･

推

移
に
よ
り
、
敗
戦
か
ら
日
中
国
交
正
常
化
ま
で

の
二
七
年
を
次
の
よ
う
に
五
つ
の
時
期
に
区
分

し
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
の
構
成
か
ら
紹
介
し
よ
う
。

　

博
士
論
文
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
け

に
、「
戦
後
日
本
の
論
壇
に
お
け
る
中
国
認
識

経
路

―
そ
の
手
が
か
り
と
分
析
方
法
」
と
題

し
た
序
章
で
は
、「
研
究
の
課
題
と
目
的
」
以

下
、方
法
論
を
五
節
に
分
け
て
展
開
し
て
い
る
。

そ
し
て
終
章
は
、「
戦
後
日
本
の
中
国
論
に
お

け
る
担
い
手
と
論
題

―
総
合
雑
誌
関
連
記
事

の
歴
年
推
移
を
通
し
て
見
た
認
識
経
路
」
で
あ

る
。
序
章
を
受
け
て
締
め
く
く
る
内
容
が
「
研

究
の
方
法
と
ね
ら
い
」
に
始
ま
る
四
節
に
盛
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
説
か
れ
た
方
法
は
仔
細
に
わ
た
る

が
、
肝
腎
な
大
き
な
枠
組
み
は
二
つ
で
あ
る
。

一
つ
は
、
延
べ
二
四
種
に
の
ぼ
る
総
合
雑
誌
を

選
定
し
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
関
連
記
事

第
一
章　

戦
後
日
本
論
壇
の
見
た
新
中
国
像　

一
九
四
五
―
五
〇

第
二
章　

中
ソ
の
「
平
和
攻
勢
」
に
動
揺
す
る

日
本
論
壇　

一
九
五
一
―
五
五

第
三
章　

日
中
復
交
論
に
走
る
亀
裂　

一
九
五

六
―
六
四

第
四
章　

文
化
大
革
命
の
衝
撃　

一
九
六
五
―

六
八

第
五
章　

文
化
大
革
命
の
波
紋　

一
九
六
九
―

七
二

第
六
章　

日
中
復
交
と
歴
史
問
題　

一
九
七
一

―
七
二

　

こ
の
区
分
は
、
ご
覧
の
よ
う
に
内
外
の
情
勢

変
化
を
反
映
し
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
対
象
と

な
る
雑
誌
の
休
廃
刊
・
新
刊
と
い
っ
た
メ
デ
ィ

ア
状
況
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
。

中国研究所 
会員制度のご案内 
当研究所は、中国およびアジ

ア諸国との友好を願う立場から、

現代中国の政治、経済、社会、

文化、歴史を科学的に研究する

民間研究機関として、1946年1
月に創設されました。以来今日

にいたるまで、出版物の編集発

行、図書館の運営を活動の柱と

して、歴史を重ねてきました。 
中国研究者および広く中国に

関心のある方々の参加と交流を

目的とした個人向けの研究会員

制度を設けております。是非この

機会にご入会ください。 
60 年以上の歴史を有する研

究所として、会員の皆様により充

実したサービスを提供できるよう

努力してまいります。 
なお、2010 年 12 月 1 日付

で、「社団法人」から「一般社団

法人」へと移行しました。名称は

変更いたしますが、事業内容等

に変更はありません。今後ともよ

ろしくお願い申し上げます。 
〔研究会員〕 
会費：9,600円（1年間） 
学生会員：5,000円（1年間） 
〔会員特典〕 
・当研究所発行の学術月刊誌

『中国研究月報』の無料配布 
・当研究所主催の公開講座等

の参加料割引 
詳細はお問い合わせください。 
================= 

一 般  

社団法人 中国研究所 
〒112－0012 
東京都文京区大塚6-22-18 
TEL：03-3947-8029 
FAX：03-3947-8039 
e-mail:c-chuken@tcn-catv.ne.jp 
URL:http://wwwsoc.nii.ac.jp/ica/ 
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第
一
章
で
は
、
右
記
の
方
法
論
が
よ
り
具
体

的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
総
合
雑
誌
の
中
国
論

に
つ
い
て
、
誰
が
、
何
に
関
心
を
持
ち
、
ど
の

よ
う
な
中
国
像
を
示
そ
う
と
し
た
か
を
「
実
況

報
告
風
に
」
考
察
す
る
と
し
、
さ
ら
に
、
記
事

数
の
定
量
分
析
な
ど
に
よ
り
中
国
論
の
動
向
や

論
調
の
傾
向
な
ど
を
「
定
点
観
測
的
に
」
提
示

す
る
と
い
う
。
そ
こ
で
評
者
は
、
二
つ
の
こ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
分
析
・
記
述
に
ど
の
よ
う
に
実

現
さ
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
な
が
ら
各
章
を
読

み
進
ん
だ
。

　

結
論
を
い
え
ば
、
こ
の
五
つ
の
区
分
す
べ
て

を
通
し
て
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
が
四
種
類
し
か
な

い
た
め
比
較
衡
量
の
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
も
見

受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
実
況
報
告
風
に
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
か
な
り
成
果
を
あ
げ
た
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。評
者
は
、同
時
代
レ
ポ
ー

ト
と
い
う
べ
き
、
文
化
大
革
命
を
取
り
上
げ
た

第
四
章
、
第
五
章
で
そ
の
感
を
深
く
し
た
。

　

そ
の
他
の
章
も
含
め
て
一
口
で
い
え
ば
、
本

書
は
、
戦
後
日
本
人
の
日
中
国
交
正
常
化
ま

で
の
中
国
論
を
集
大
成
し
た
頼
り
甲
斐
の
あ

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
後
続
の
研

究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
文
字
通
り
こ

の
ベ
ー
ス
を
踏
ま
え
、
本
書
の
対
象
時
期
と
は

違
っ
て
“
大
国
”
に
飛
躍
し
た
中
国
に
向
け
て

新
し
い
中
国
論
を
発
信
し
て
行
く
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
方
法
論
に
つ
い
て
、
先
に
二
つ
の
枠

組
み
を
あ
げ
た
が
、
田
畑
光
永
・
元
神
奈
川
大

学
教
授
が
、
本
書
の
テ
ー
マ
と
き
わ
め
て
近
似

し
た
評
論
シ
リ
ー
ズ
を
『
神
奈
川
大
学
評
論
』

（
年
三
回
刊
）
に
連
載
し
て
い
る
こ
と
を
こ
こ
で

紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

タ
イ
ト
ル
は
、『
戦
後
断
絶
期
の
中
国
観　

一
九
四
六
―
一
九
五
二
』（
以
下
『
戦
後
断
絶
期
』

と
略
）
と
い
う
も
の
で
、
同
誌
第
五
七
号
（
二

〇
〇
七
年
）
で
始
ま
っ
た
。
第
六
六
号
（
二
〇
一

〇
年
）
で
一
〇
回
目
に
達
し
、“
現
在
進
行
中
”

で
あ
る
。

　

連
載
第
一
回
の
「
は
じ
め
に
」
で
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
は
、
筆
者
が
前
年
に
執
筆
し
た
「
日
本

人
の
中
国
観　
『
敗
戦
』
は
そ
れ
を
ど
う
変
え

た
か
」
と
い
う
評
論
（
神
奈
川
大
学
経
営
学
部　

『
国
際
経
営
論
集
』
第
三
一
号
）
に
続
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

　
『
戦
後
断
絶
期
』
で
は
、
対
象
時
期
が
敗
戦

翌
年
の
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
二
年
と
さ
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れ
、
本
書
第
一
章
と
か
な
り
重
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
基
に
な
っ
た
の
は
、

占
領
下
の
日
本
と
の
間
で
ほ
と
ん
ど
人
の
往
来

が
な
か
っ
た
中
国
大
陸
で
国
共
内
戦
・
新
政
権

登
場･

朝
鮮
戦
争
と
い
う
変
化
が
起
き
た
こ

と
、
一
九
五
二
年
に
往
来
断
絶
が
終
わ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
上
に
大
き
な
相
違
は
、『
戦
後
断
絶
期
』

が
考
察
の
対
象
を
日
刊
三
大
紙
の
中
国
報
道
に

絞
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
筆
者
は
「
こ
の
時
期
の
中
国
観
を
形
成
す
る

情
報
は
も
っ
ぱ
ら
新
聞
紙
面
で
供
給
さ
れ
、
ま

た
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
国
観
も
ま
た
紙
面

の
論
説
、
解
説
な
ど
に
反
映
さ
れ
る
と
い
っ
た

具
合
」
を
あ
げ
た
（『
神
奈
川
大
学
評
論
』
第
五

七
号
一
三
〇
ペ
ー
ジ
）。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
書
で
も
、「
日
本
の

通
信
員･

支
局
員･

記
者
を
中
国
に
置
け
な
く

な
っ
た
」（
七
四
ペ
ー
ジ
）
事
情
を
あ
げ
、
各
誌

が
外
国
人
の
記
事
を
多
数
掲
載
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
執
筆
者
の
う
ち
エ
ド
ガ
ー
・
ス

ノ
ー
な
ど
外
国
人
が
執
筆
者
の
約
二
六
パ
ー
セ

ン
ト
、
記
事
の
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
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る（
同
右
。た
だ
し
表
１

－

２
に
は
ス
ノ
ー
が
欠
落
）。

　
『
戦
後
断
絶
期
』
筆
者
の
指
摘
通
り
「
ほ
と

ん
ど
人
の
往
来
が
な
か
っ
た
と
い
う
き
わ
め
て

特
異
な
時
期
」だ
っ
た
か
ら
だ
が
、本
書
で
は
、

そ
う
し
た
ル
ポ
が
「
新
た
な
中
国
情
報
源
①
」

と
し
て
、
ま
た
日
本
人
復
員
報
告
が
「
新
た
な

中
国
情
報
源
②
」
と
し
て
併
せ
て
紹
介
さ
れ
、

「
現
地
調
査
派
」
の
論
壇
退
場
も
あ
っ
て
中
国

論
者
の
交
代
と
い
う
大
き
な
転
換
が
起
き
た
こ

と
が
如
実
に
示
さ
れ
た
。

　

中
国
論
者
に
つ
い
て
は
、
終
章
で
現
代
中
国

研
究
者
な
ど
一
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
類
別
化
さ

れ
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
類
別
化
と
論
調

の
結
び
つ
き
を
跡
づ
け
た
点
も
本
書
の
見
所
で

あ
る
。

　

さ
て
、
方
法
論
に
重
点
を
置
い
て
見
て
き
た

が
、
そ
う
し
た
論
理
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
言

説
分
析
を
包
み
込
む
も
の
と
し
て
、
研
究
者
や

活
動
家･

理
論
家
な
ど
中
国
論
の
担
い
手
一
五

氏
の
証
言
が
一
六
〇
余
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
こ

れ
は
、
著
者
の
掲
げ
た
研
究
課
題
を
追
求
す
る

“
搦
め
手
”
か
ら
の
接
近
と
い
う
べ
き
手
法
で

あ
り
、
読
者
一
般
に
と
っ
て
は
書
き
手
の
生
の

声
を
聞
い
て
「
論
の
成
り
立
ち
」
を
具
体
的
に

知
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
は
終
章
で
、
日
中
国
交
正
常
化
以
降
、

総
合
雑
誌
の
世
論
形
成
力
が
減
退
し
て
き
た
と

指
摘
し
た
。
現
に
、
五
つ
の
時
期
区
分
中
、
三

番
目
の
一
九
五
六
―
六
四
年
以
降
に
総
合
雑
誌

八
種
が
登
場
し
た
が
、
今
で
は
そ
の
う
ち
の
実

に
六
種
が
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　

よ
く
活
字
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
移
行
と

い
わ
れ
る
が
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
は
ど
こ
ま
で

「
公
論
」
を
形
成
で
き
る
の
か
、
現
在
の
と
こ

ろ
未
知
の
領
域
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
方
法
で

新
た
な
分
野
に
分
け
入
っ
た
。
そ
こ
で
カ
バ
ー

さ
れ
て
い
る
時
期
以
降
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
時

期
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
い
う
よ
う
に
活
字
媒

体
以
外
の
「
新
た
な
素
材
の
発
見
と
調
査
」
を

押
さ
え
て
い
く
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
た
ん
ど
う
・
よ
し
の
り　

早
稲
田
大
学
）

　
　
　
　
　
　

   　

♣

『
人
民
中
国
』
は
中
国
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
日
本

語
雑
誌
で
す
。
政
治
、
社
会
、
考
古
、
歴
史
、
美
術

な
ど
幅
広
い
分
野
の
最
新
情
報
を
満
載
。

ご
希
望
の
方
に
見
本
誌
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

☎
０
３
（
３
９
３
７
）
０
３
０
０
　
東
方
書
店
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【
特
集
・
中
国
経
済

は
転
換
期
を
迎
え

た
か
】
労
働
力
不

足
は
な
ぜ
起
こ
っ

た
の
か
◆
日
本
企

業
は
中
国
経
済
の

転
換
に
対
応
で
き

る
か
【
連
載
】
ひ

だ
ま
り
①
結
婚
証

明
書
に
願
い
を
込

め
て
◆
私
の
し
ご
と
⑫
コ
ー
ヒ
ー
と
も
て
な

し
の
プ
ロ
・
バ
リ
ス
タ
◆
長
江
文
明
を
訪
ね

て
⑬
擂
鼓
墩
・
古
代
音
を
伝
え
る
曾
侯
乙
の

編
鐘
◆
ぶ
ら
り
旅 

上
海
⑲
一
大
ブ
ー
ム
の
水

郷

―
朱
家
角
◆
チ
ャ
イ
ナ
・
パ
ワ
ー
を
読

み
解
く
�
二
〇
一
〇
年
は
経
済
転
進
の
起
点

◆
世
界
遺
産
め
ぐ
り
�
四
川
省
汶
川
県
臥
龍
・

雅
安
市
碧
峰
峡

―
四
川
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
の
生
息
地
⑵
◆
東
京
通
信
・
開
成
町（
神
奈

川
県
）
で「
第
一
回
禹
王
文
化
ま
つ
り
」
ほ

か


